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【トピック】検討事例紹介：廃棄物発電ネットワークによる地域エネルギー事業の導入効果 

◆事業性 

地域エネルギー事業の導入にあたっては、適切な需給バランスの確保が重要である。 

電力をどこから調達するか（自己電源、市場調達等）、どのような需要家に電力を供給するか（需要規

模、負荷率、需要電力量の変動特性等）について、十分にシミュレーションを行ったうえで需給構成を

定め、各々の確保を図る必要がある。 

以下に、各々の観点から需給バランスを設定した場合の事業性について検討した事例を示す。 

 

ケース① 外部電源や市場調達を活用しつつ、ごみ発電電力を需要家への供給に活かし切るケース 

・ごみ発電出力 5.1MWに対し、需要側（小中学校、公共施設等）契約電力 15MW程度を想定。 

・民間事業者が中心となった廃棄物発電ネットワーク。 
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らの供給

 

需給バランス             事業収支シミュレーション（円） 

注） 年間収支（百万円/年） 

売上 625  

支出 565  

 内インバランス 24  

経常利益 60  

 利益率＊ 9.6% 

＊利益率＝経常利益／売上 

【事業収支シミュレーションの設定条件】 

・2015年 4月から 2016年 2月までの運営実績および電力需要実績を活用。 

・JBUは、東北電力料金を活用。 

・日本卸電力取引所の単価は、2014年 9月～2015年 8月の約定実績を活用。 

・ごみ発電の運炉計画：実績から全停期間を 8％、1炉運転期間を 25%、2炉運転期間を 67%と設定。 

・余剰電力の FIT設定：FIT対象を 60%、残り 40%を FIT対象外電気として設定。FIT対象分は回避可能費用を市

場価格連動として、JEPX調達と同様の取扱いにして試算。 

・運営に関わる各種固定費は実勢を鑑みて、人件費、システムコスト等を積算。 

 

 

ケース② 自己電源で需要電力量をほぼカバーできる程度の需給バランスを設定したケース 

・ごみ発電出力 58MWに対し、需要家（公共施設等）契約電力 23 MW程度を想定。 

・市町村が関与した地域エネルギー会社が中心となったネットワーク。 
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